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ようこそ補習校へ 補習校ってどんなところ？ －新入生見学会－ 
来年度に向けての「新入生見学会」を

行いました。当日は１９組のご家族にご参

加いただきました。 

はじめに校長より、学校の様子や教育

目標、学校生活を充実させるためのポイン

ト等についてお話ししました。 

その後、小学部１年生の国語と算数の

授業を参観していただきました。教科書を

手に先生の話に耳を傾けたり、元気に手

を挙げて発表したりする１年生の姿を、お

子さんたちは興味深そうに見つめていました。「来年は自分もこの教室で勉強するんだ」と、楽しみな気持ちがふくらんだの

ではないでしょうか。 

 補習校での学びは、学校とご家庭が「車の両輪」となって支え合うことで、確かな力となっていきます。来年４月、新しい

仲間を迎えられることを、教職員一同心から楽しみにしています。 
  
 熱を加えてふくらむのはなぜ！？ －第２回科学実験ワークショップ「カルメ焼きづくり」－ 

 先日、小学６年生と中学生を対象に第２

回科学実験ワークショップを行いました。  

今回のテーマは「カルメ焼きづくり」。 

 講師の中根先生のお手本を見た後、い

よいよ子どもたちも挑戦です。お玉に入れ

た砂糖と水を火にかけて煮詰め、ちょうど

よいタイミングで火からおろして重曹を加

え、素早くかき混ぜます。すると、みるみる

うちに生地がふくらみ、カルメ焼きができ

あがりました。タイミングが合わずにうまく

ふくらまないこともありましたが、何度も試しながら真剣に取り組ん

でいました。できあがったカルメ焼きは、みんなで味見しました。 

 ふくらむひみつは「重曹（炭酸水素ナトリウム）」にあります。熱を加

えると分解して二酸化炭素が発生し、その泡が冷えて固まった砂糖

の中に閉じこめられることで、あのサクサクとした形ができあがりま

す。身近なお菓子の中にも科学の不思議がかくれています。これから

も「なぜだろう？」という気持ちを大切にしてほしいと思います。 

 ご指導いただいた中根先生、本当にありがとうございました。 

ベゴニア
～「わかった」「できた」「来てよかった」 

の思いがあふれる補習校

【落語会のお知らせ】 
 

 落語家の切磋亭琢磨さんをお招きし、補習

校保護者様やご家族の皆様を対象に落語会

を開催します。 事前のお申し込みは不要で

す。 皆様のご参加をお待ちしております。 

 

【今後の予定】 
 

 
 
 

HP上は非公開 
 
 
 
 
 


